
在籍保育園における親子療育教室の有用性 :
育児支援の視点から

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2016-04-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 竹内, 惠子, 森尾, 恵里, 瀧波, 洋子, 長谷川, 清美

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10098/9929URL



福 井 大 学 初 等 教 育 研 究2015,第1号,pp1118

実践論文

在籍保育園における親子療育教室の有用性
一 育児支援の視点から一

福井大学教育地域科学部

福井市福祉保健部子育て支援室

同

同

京都学園大学健康医療学部

福井県こども療育センター

竹 内 恵 子

森 尾 恵 里

瀧 波 洋 子

長谷川清 美

橋 本 かほる

津 田 明 美

発達の気になる子 どもとその保護者 を対象 とした親子療育教室を、子 どもが在籍する園で2012～2014

年度開催 した。6～9月 の土曜 日、毎年10回1ク ール開催 し、3年 間でのべ28組 の親子が参加 した。毎

回のプログラムは、園長、主任保育士、担任を中心とする複数の当該保育園保育士が中心 とな り企画運

営 した。各年度10回 の教室終了後、参加 した保護者を対象に、教室の内容や保護者 自身の変化、育児へ

の影響等についてアンケー トを実施 した。3年 間のアンケー ト結果から、在籍保育園における親子療育

教室が保護者の育児支援の場として有用であることがあきらかとなった。

キー ワー ド:親 子教室、保育園、発達障がい、保育±、保護者

1.研 究背景

(1)発 達の気になる子 どもと保護者への援助体制

乳幼児期において、発達の気になる子ども、保護者が

育てにくいと感 じている子どもに対 して、相談会や定期

的な保護者への助言、個別の療育等さまざまな援助が自

治体や専門機関で行われている。そのひとつに小グルー

プで親子が一緒にプログラムに参加する 「親子教室」と

い う形態での支援方法がある。子どもの発達を促すとと

もに、親子関係の強化や保護者への育児支援の場として、

その有用性について多くの報告がある1～3)。
一方でこれ らの教室は

、開催場所が遠方であった り、

開催 日が平 日である等により、家庭によっては利用でき

ない場合もある。また、わが子の発達や育児に不安を抱

えつつも、保健センターや療育機関等へ通所 ・受診する

までの気持ちが持てないとい う場合もある。

親子関係の構築が重要な乳幼児期に、保護者への育児

支援が十分なされないことは、その後の保護者の子ども

へのかかわ り方や育児のモチベーションに大きく影響を

及ぼす。適切な時期に適切な育児支援を保護者が受けら

れる環境が必要である。

(2)保 育所保育指針における子育て支援機能の強化

お りしも平成20年 告示の 「保育所保育指針４）)」におい

て、保育所における質の高い保育と子育て支援機能の強

化が求められた。そ して 「保育所保育指針等の施行等に

ついで)」 では、地方の実情をふまえた 「地方公共団体

版アクションプログラム」を策定することが望ま しいと

された。

これをうけて福井市では、各保育園の地域性や保育方

針等を考慮 した園独 自のアクシ ョンプログラム6)を策定

することとした。

福井市立A保 育園は、福井市立保育園28園 のなかでも

定員160名 の大規模園である注）。近隣に県立こども療育

センター、民間の療育機関、県立特別支援教育センター

等の専門機関があり、それ らの機関を利用する家庭があ

るとともに、園としてこれ ら諸機関との連携もとりやす

い状況にある。

(1)(2)の 背景か ら、福井市では 「子どもが在籍 してい

る地域の保育園」で保護者の勤務調整の しやすい土曜 日

に、親子ともに慣れている 「保育園の保育±」による親

子教室を2012年 か ら3年 間実施 し、その有用性を検討す

ることとなった。

今回、3年 間が終了 した時点で、各年度の親子教室終

了後に実施 した保護者アンケー トか ら、育児支援として

の教室の有用性について検討 した。

「発達の気になる子ども」は漠然 とした表現であるが、

本研究においては、基礎疾患や発達障害等の診断の有無

にかかわ らず、保育園において保育士の視点で発達が気

になる子どもや保護者が育てにくいと感 じている子ども

とする。

また本研究における 「親子療育教室(以下 、親子教室、

注

)2015年4月10現 在
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教室)」 とは、このような子どもが保護者 と一緒に参加

する教室のことである。子どもの発達支援、保護者の子

ども理解や育児を支援する目的で、療育機関や自治体の

乳幼児健診事後教室等で行われている親子教室と同様の

形態である。

2.親 子療育教室の概要

対象としたのは、言語発達の遅れ、落ち着きのなさ、

や りとりが一方的、場面きりかえが苦手等がある子ども

である。発達障がい等の診断がついていた り、療育機 関

にすでに通所 している子どもは基本的に対象外とした。

前年度末に教室の対象となりうる子どもの保護者を個

別に誘い、各年度9～10組 の親子が参加 した。

教室は各年度6～9.月 に、毎週～隔週間隔で10回 を1

クールとして開催 した。毎回のプログラムは表1の とお

りである。

登園から10:30ま では親子が一緒に活動する。学習会

は、スタッフから当日のプログラムの 目的や子どもの様

子を解説 し、その後 ミニ講義と意見交換を行った。

表1親 子療育教室のプログラム

年度 子 どもの所属クラス

2012 10組 2歳 児5名 、3歳 児3名 、4歳 児2名

2013 9組 1歳 児2名 、2歳 児6名 、3歳 児1名

2014 9組 1歳 児1名 、2歳 児3名 、3歳 児5名

日程や子どもの体調等により全員がそろわない回もあっ

たが各年度とも途中で離脱 した親子はなかった。

参加保護者は母親が中心であったが、父親の参加、両

親そろって参加された家庭もあった。

《場所》福井市立A保 育園 ホール ・保育室

《日時》土曜 日午前 中 全10回

《プ ログラム》

9:30登 園 、 自由遊び、体操

9:45集 合 、 出欠、パネル シアターや紙芝居

10:00親 子 遊び、運動遊び、ルール遊び

10:30お やつ(保 護者 は別室で学習会)

11:00挨 拶 、降園

スタッフは、子どもの担任保育士を含むA保 育園保育

士数名、園外の専門職スタッフとして、保育カウンセラー

(言語聴覚士)、大学教員(小 児科医)、 福井市子育て支

援室の保育専門官および保健師が関与 した。具体的なプ

ログラム(遊 びの内容)は 、ふだんの子どもの様子がわ

かっている保育士が作成 し、スタッフミーティングで専

門職とともに毎回検討 した。

学習会は、発達や育児に関する講義を、保育士、保育

カウンセラー、保健師、栄養士、小児科医等が担当した。

以下に例として2013年 度の学習会テーマを示す。

回 テ ー マ 担当者
1 親子療育教室とは 保育カウンセラー

2 今楽 しんでいる遊び 保育士
3 手先の話(園 での様子) 保育士
4 生活 リズムについて 保健師
5 情報交換会(前 年度教室参加者との交流)
6 食事のこと 保育士
7 遊びや生活を見直す 小児科医
8 食事の話、心の成長 栄養士、保育専門官

9 言葉の発達 保育カウンセラー

10 まとめ スタッフ全員

教室に参加 した親子は3年 間でのべ28組 である。内訳

は以下のとお りである。

3.調 査方法

(1)調 査対象者

調査対象者は、2012～2014年 度、親子療育教室に参加

した子どもの保護者28名 である。

なお2014度 の2歳 児1名 、3歳 児4名 は前年度からの

継続参加だが、アンケー トには毎年回答 しているため調

査対象人数はのべ28名 である。

(2)調 査時期および方法

回収率は100%で 、回答者はすべて母親である。

各年度10回 の教室終了後、約2ヶ 月後にアンケー ト用

紙を配布、後 日提出とした。

本研究は、親子療育教室に参加する際に研究報告に使

用することを説明 し、書面により同意を得ている。

(3)調 査項目

教室の実施形態や内容、スタッフの援助方法、保護者

自身の変化、育児への影響等20項 目である。

4.結 果と考察

(1)教 室の実施形態について

10回の開催回数については、21名 が 「適切だった」、

6名 が 「少なかった」を選択 し、「多かった」を選択 し

た保護者はいなかった(図1)。

教室は毎週～隔週で開催 したが、この間隔については、

23名 が 「適切だった」、2名 が 「毎週がよい」、3名 が

「その他」を選択 した。 「その他」では 「お盆は避けた方

がよい」「夏は行事が多いのであけたほうがよい」「土曜

日に予定が入 り参加できないことがあった」と記載され

ていた。

開催回数および開催間隔は、保護者の参加意欲、保護

者の子ども理解のために必要と考えるプログラムの実施、

保育園の行事や保育士の勤務体制等、様々な条件を考慮

して決めたものであるが、概ね保護者からは賛同を得た。
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(2)教 室への誘い方について

前年度末に、園長、主任保育士が対象となる子どもの

保護者を教室に誘 う。その際の誘い方については、24名

が 「適切だった」、2名 が 「なぜ誘われたのかわからな

かった」、2名 が 「その他」を選択 したが、1名 は 「教

室の主旨がわからなかった」と記述、1名 は保護者から

教室参加を申し出た方であった(図2)。

図2教 室への誘い方

「なぜ誘われたかのかわからなかった」 「教室の主旨が

わからなかった」と記載された3名 は、いずれも初年度

参加の保護者である。初年度はスタッフ側が教室の具体

的イメージがまだっかめない状況での誘いだったことも

あり、説明が十分でなかった可能性がある。翌年度は、

前年度の教室の様子を写真や資料を使ってより具体的に

提示して紹介するなどの工夫をすることで全員が 「適切」

とい う評価となった。

(3)教 室 の内容 について

(3)-1活 動 中のスタ ッフの声 かけやア ドバ イス

活動 中のス タ ッフの 声か けや ア ドバイ ス は、26名 が

「適切 だった」、1名 が 「もっと して ほ しか った」、 「その

他」 の1名 は 「活動 中 はい らない」 と記載 され ていた

(図3)。

図3ス タッフの声かけやア ドバイス

それぞれの保護者の様子を見ながら、声かけのタイ ミ

ングや子どもへの触れ方などを助言 したが、活動中にど

こまで積極的に保護者へ介入するか、保護者それぞれの

気持ちはどうか等、スタッフ問でも明確な方針は定める

ことはできず、その場の状況判断でやらざるをえなかっ

た。教室終了後のスタッフミーティングでどのように保

護者に介入するかを話 しあうことも多かったが、保護者

からの評価は高かった。ふだんの保護者の様子(保 育士

の声かけの受けとめ方等)を 知る保育士であるため、そ

れぞれの保護者に応 じた対応ができていたものと考える。

(3)-2ス タ ッフによるプ ログラムの解 説

毎回学習会前 に、 スタッフが 当 日のプ ログラムの 目的

と子 どもの様子 について解説 を したが、その解説 につい

て は、21名 が 「よくわか った」、7名 が 「わ かった」 を

選択 した(図4)。

図4プ ログラムの解説はわか りやすかったか

教室は親子が一緒に楽 しく遊べる場であることが大事

だが、子どもの発達特性や子どもへのかかわ り方を理解

していただくために、その遊びがプログラムに組み込ま

れている理由や当日の子どもの様子を解説 し、理解の一

助とした。保育士がふだんの保育での姿も述べながら当

日の内容について解説 したのが保護者にとってわか りや

すい解説となっていたものと考えられる。

(3)-3記 録を書いて提出すること

教室終了後、保護者が教室での子どもの様子や家庭で

の様子、質問や感想を記載 して翌週保育園に提出し、担

当保育士がコメン トを記入 して返却 した。記録を書くこ

とについて複数選択で尋ねた。24名 が 「子どものことを

考えるきっかけになった」、22名 が 「生活や遊びを見直

すきっかけになった」、12名 が 「家庭内での対話にひろ

が りがでた」を選択 した。1名 が 「記録を書くのが負担

だった」、1名 が 「その他」として 「学生時代の実習記

録のよ うだった」 と記述されていた。 「記録することの

意味がわからなかった」は選択されなかった(図5)。

子どものことを考えるきっかけになった

生活や遊びを見直すきっかけになった

家庭内での対話にひろがりがでた

記録を書くのは負担だった

記録する意味がよくわからなかった

その他

図5記 録を書いて提出すること(複数回答)
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教室への参加に加え、家庭での課題を出すことについ

ては、忙 しい保護者にとっては負担であったかもしれな

いが、教室をふ りかえることで保護者の体験や気づきを

定着するために行った。提出された記録に対 して、担当

保育士がコメン トを書いて返却する。保護者からの質問

に丁寧に回答 し、教室で うまくいった親子の場面を記載

した り、通常保育での様子もからめて記載するなど、保

護者へのア ドバイスや保育園が考えていることなどを短

いながらも盛 り込んで保護者が育児に積極的になれる、

次回の教室の参加意欲を高めるような書き方を工夫 して

いったこともよい評価につながったと考える。コメン ト

を書くのは担当保育士であるが、コメン トの内容や書き

方については必要に応 じてスタッフミーティングで相談

するなど、多角的な視点からコメン トを工夫 した。

(3)-4学 習会のミニレクチャーについて

学習会が育児の参考になったかどうかは、24名 が 「と

ても参考になった」、3名 が 「多少参考になった」を選

択 し 「あま り参考にならなかった」を選択 した保護者は

いなかった。「分類不能」は 「とても参考になった」と

「多少参考になった」の両方を選択 したものである(図

6)。

学習会のテーマは年度当初に立てるが、毎回の教室で

の親子の様子から、こちらが伝えたいことを計画的に伝

えるより、保護者にとって必要な時期に必要な内容を提

供 していくことのほうが効果的であると判断 し、年度当

初に計画はするものの、テーマを入れ替えるなど柔軟に

対応 した。また専門職によるミニレクチャーとともに、

担任保育士による保育園での子ども達の様子を写真やビ

デオを使いながら紹介 し、保護者がより子どもの発達や

実態を実感できるようにした。さらに保護者どうしが話

し合 う時間も確保 した。学習会のテーマは毎年修正 して

いった。

多少参考に
な っ た,3

分類不能,1

図6学 習会は参考になったか

(4)参 加 した ことによる変化 について

(4)-1園 で の子 どもの姿 をイメー ジできたか

教室に参加す ることで、保育園でのわが子の姿がイメー

ジで きるよ うになったか とい う質問 に対 して は、10名 が

「か な りで きた」、16名 が 「あ る程 度 で きた」、1名 が

「あま りできない」を選択 した。 「分類不能」 は 「か な り

で きた」 と 「ある程度で きた」の両方 を選択 した もので

ある(図7)。

図7園 での子どもの姿をイメージすることができたか

「あま りできない」 を選択 した のは、6月 生 まれ の1

歳 児 クラス在籍児の保護者で ある。教室 に参加 した子 ど

もは、2012年 度 は2～4歳 児在籍児、2013、2014年 度 は

1～3歳 児 と2,3年 次 は年齢 を下 げた。早期介入す る

ことの効果 をね らったものであ るが、年齢 が低 いゆえに、

集団 にお ける子 どもの姿 はイ メー ジ しにくか った可能性

はある。

(4)-2家 庭 での遊びの レパー トリー

家庭での親子遊びの レパー トリーが増 えたか について

は、5名 が 「か な り増 えた」、20名 が 「増 えた」、2名 が

「あま り増 えなかった」、1名 が 「わか らない」 を選択 し

た(図8)。

図8家 庭での遊びの レパー トリーは増えたか

手遊びや親子が身体を触れ合って行 う遊びは、 日ごろ

保育園で子どもたちがやっている遊びを教室のプログラ

ムに組み込んだ り、教室でやった手遊びを通常の保育で

行 うなど、何度もやることで子どもが遊びを覚えて楽 し

めるよう配慮 した。そして、家庭で親子でできるように、

教室では歌詞を提示 した り、や り方を丁寧に伝えた り、

子どもが園でどんなふ うに楽 しんでいるのかを伝えるこ

とで、保護者が家庭で子どもと一緒に遊べるような支援

をした。その結果、家庭での親子遊びのレパー トリーが

増えたとい う保護者が多かったと考える。単にプログラ

ムに遊びを組み込んで当日経験するだけでなく、家庭で

の生活につながるような援助を行った成果と考える。
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(4)-3子 ども と一緒 に遊ぶ楽 しさや大切 さ

子 どもと一緒 に遊ぶ楽 しさや大切 さを感 じられたか と

い う質問で は、24名 が 「強 く感 じた」、4名 が 「感 じた」

を選択 し、 「あま り実感 がない」 「わか らない」 を選択 し

た保護者 はい なか った(図9)。

図9子 どもと遊ぶ楽 しさや大切さを感 じたか

プログラムは、それぞれの子どもの苦手な遊び、でき

る遊び、保護者と一緒に楽 しめる遊び等を組み合わせて

設定 した。それは、教室の 目的として、保護者にわが子

の得意な課題、苦手な課題の両面を理解 していただくこ

ととともに、育てにくさを感 じている保護者には親子で
一緒に遊ぶ楽 しさを感 じていただけるような遊びをプロ

グラムに取 り入れて、育児のモチベーションが高まる機

会にしたいとい うねらいがあったからである。参加児そ

れぞれの発達の気になる点は異なるが、毎回、それぞれ

の子どもが楽 しめる活動をひとつは提供するとい う方針

をとったことによって、保護者が子どもと一緒に遊ぶ楽

しさや大切さを実感されたものと考える。

(4)-4育 児や子 どもの見方の変化や気づき

「教室参加を通して、 ご自身およびご家族の子育てや

子どもの見方に変化や気づきがあれば書いてください。」

と自由記述欄を設けたところ、全員がなんらかの記載を

されていた。

記述内容からは、①子どもの発達や特性について理解

がすすんだこと、②子どもに対する具体的なかかわ り方

を知ったこと、また実践するようになったこと、③育児

に対する保護者自身の考え方がかわったこと、④家族へ

の影響があったこと等、様々な気づきが記載された(表

2は 自由記述からの抜粋)。

①子どもの発達や特性への気づきや理解は、教室のプ

ログラムやきりかえ場面での子どもの様子を実際に見る

ことや、学習会での発達や生活に関するレクチャー、保

護者どうしの情報交換等により理解がすすんだと考えら

れる。教室参加中または参加後に、医療機関へ受診 した

子 どもは23名 中9名 あった。受診することが 目的の教室

ではないが、教室でのわが子の理解がすすんだことが、

受診につながっている。医療機関を受診すること、療育

を利用することが子どもや保護者自身の育児にどうい う

メリッ トがあるのかとい うことを教室に参加 していくな

かで自ら気づかれた り、スタッフに相談された りして受

診を前向きにとらえられていた。

②子どもに対する具体的なかかわ り方は、教室でスタッ

フが子どもにどのような声かけをした り身体に触れた り

しているかを実際に見ることや、スタッフによる助言が

有効だったと考える。また学習会でどのようにかかわる

のがよいのかを専門職がそれぞれの専門の立場から解説

したことも、体験を知識として獲得 していく一助になっ

たものと考える。

③育児に対する考え方の変化として、子どもに向き合

うことの重要性に気づいた り、保護者自身が気持ちにゆ

とりを持っことの必要性、自分自身の成長、園との関係

等があげられている。 日頃生活に追われて子どもと向き

合 う時間がない保護者にとって、親子教室が子どもとじっ

くり向き合 うことのできる時間となったことで、自らの

子育てをふ りかえる機会になったと考えられる。また保

護者が感 じている子どもの育てにくさや不安に対 して、

専門職も含めたスタッフが個々に相談にの り、一緒に子

どもの育ちについて考え、保護者の気持ちに寄 り添 う支

援をしたことも、子育ては母親ひとりで考え込まず気持

ちにゆとりを持てばよいとい うメッセージとして伝わっ

たものと考える。保育園との関係については、継続的な

教室への参加によりスタッフ保育士との信頼関係が深まっ

たものと考える。保育園は、教室が行われている土曜 日

だけでなく、通常保育も行っているため、 日々の送迎や

クラス懇談、個人懇談、園行事など、保育士と話をする

機会が多々ある。教室でのことを、送迎時や懇談で話を

するなかで、保育園スタッフとの関係は深まっていった

ものと考える。

④家族への影響については、主に父親について言及さ

れているが、父親自身の変化とともに、教室参加が家庭

内での会話につながっていた。教室開始時は父親の参加

をそれほど予想 していなかったが、たまたま第2子 を妊

娠中の母親が複数いて、子どもと一緒に動けないかわ り

に参加 した父親が参加されたのが、夫婦で子どものこと

を考える機会になった家族もあった。

表2

①子どもの発達や特性についての気づきや理解

・事前 に伝 えてイ メージ させ ることが大事 とわかった。

・静かに している ことが少 ない と思っていたが、何 が

得意 で何 が苦手なのかが理解 できた。

・なぜ しないのかではな く
、難 しくてできないのかな

と見方 を変え られ る ようになった。

・姉 と違 うとい うことを理解 して比べな くなった。

・なんで うちの子は しないのだろ うと悩んでいたが、

しな くて もいろいろ考えてるんだ と無理 を させず に

様 子を見る ようになった。

・園で子 どもがどのよ うに過 ごしているのか少 しわかっ
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た 。

②子 どもに対する具体的なかかわ り方

・遊 びの幅が広 が り手遊 びな ど家 で もできて よい。

・活動 の問の座 って待 とうね といった声 かけ
、手本 を

みせ る ようになった。

・とにか くほめる ようになった。

・す ごく不安 そ うな時 「大丈夫 」 と声 をかけ続 ける。

・日常生活 の しな くてはいけない ことも遊 び とリンク

させ てゲームの ように楽 しめる ようになった。

・教室参加前 、 ことばだけの指示 だったが、最近 は手

本 を見せ た り人形 を使 って見せ る指示 を考 える よう

になった。

・今 まではダメ としか言 えなかったが、～だか らだめ

なんだ よと言 える ようになった。

・助言 どお り言葉 を広 げて会話す る ように している。

結構会話 が続 くようになってきた。

・先 生方 の ようにわか りやす い言葉 で話せ る よう努力

している。

・自分の指示
、伝 え方がわか りやすいのか どうか、いっ

てか ら考 える ようになった

・ち ょっ とした ことで子 どもの気分 をかえ られ る こと

がわかったので、余裕 のある ときは今 ぐず っている

のをや め させ られ る方法 がないか考 える ようになっ

た。

・子 どもと話す機会 が増 えた。

・親 が落 ち着 きあせ らない よう見守 る ように した。

・平 日はゆっ くりかかわれ ないが、少 しで もかかわる

時間を もうけ ようとす る ようになった。

・大人 の都合 ではな く子 どもに合 わせ た対応 を心がけ

る ようになった。子 どもの気落 ちを重視す る ように

なった。

・無駄 に泣 かせ ないです むす ば らしい ヒン トが毎回の

ように出てきた。

・先生方の子 どもへ の接 し方な ど勉強になる点が多かっ

た。

③育児に対する考え方

・子 どもと向きあ う大切 さを再 認識 できた。

・教室 の間は1対1で 接す る ことができて よかった
。

・普段 ゆっ くり向き合 い遊ぶ 時間が もてないので教室

の時間だけは子 どもと思 い切 り遊 ぼ うと決 めて、 自

分 も楽 しんで遊べ たのが よかった。

・子 どもと一緒 に生活 を楽 しもうと考 え方 をかえる こ

とができた。

・絵本 を読 む ことを してあげていないな どいろいろ気

づ いた。

・人 と比べ る より本人 の楽 しい姿を余裕 を もって見守

る ことが大切 なんだ と思 った。

・自分 に も余裕 が必要 だ と気づ いた
。

・自分 がス トレスを感 じている ことは
、子 どももス ト

レスを感 じているんだな と気づ くことができた。

・子 どもだか らと思わず 、ひ とりの人間 として しっか

り向き合お うとす る ようになった。 そ うす る ことで

子 どももこっちに しっか り発信 した り返信 した りす

る ことがわかった。

・子 どもに対 して どうしたの?と 余裕 を持 てる ように

なった。

・子 どもにこうあってほ しい とい う気持 ちが少な くなっ

た。 こうい うときは こうなるんだな とい うあ りのま

まの姿を一度 うけ とめ、その うえで どうしてい くと

いいか と考える ようになった。気持 ちの余裕 が 自分

に増 えたのが一番 の変化 である。

・子 どもが甘え上手にな り、それを大き くうけいれ ら

れる ようになった 自分 も成長 したかな と思 う。

・子 どもの個性 を大事に しなが らのびのび成長 してい

けるように、親のできることをいろいろ工夫 してやっ

ていきたい と教室参加 をきっかけに より考える よう

になった。

・子 どもの表情や行動が 目に見 えて変 わって くるので
、

自分で も楽 しく子育てできる ようになった と思 う。

・少 しの工夫や少 しの時間で も集 中 して一緒 に遊んだ

り本気 で楽 しむ ことで親 子の絆が増 えた と思 う。

・泣 きわめ くことを愛情不足 といわれ、不快 で情けな

かったが、わが子の特性 がわか り、 自己嫌悪 が軽減

した。

・園での様 子が よくわか り、園 と家庭 で一緒に育てて

いる と実感 できる ようになった。何 で も相 談できる

場 として信頼す る ことができた。

④家族への影響
・数 回参加 した父親 が

、ほめるのが効果 的 とい うのが

よくわかる場 面があった と話 していた。

・教室で教えて もらった ことを家族 に伝 え、一緒 に考

える ことが増えた。

・父親 と子 どもの ことで会話す る ことが増 えた。

・父親 が入浴 時に子 どもと手遊 びを している声が聞 こ

え実践 して くれている ようで うれ しい。

・父親 も参加 していたので積極 的に子 どもと身体を使っ

て遊 ぶ ようになった。

5.育 児支援の視点からみた在籍園における親子療育教室

(1)「発達の気になる子ども」の保護者への育児支援

本研究における 「発達の気になる子ども」の保護者へ

の 「育児支援」として期待 したことはいくつかある。

ひとつは子どもの発達特性の理解であり、その理解に

基づいた適切なかかわ り方(育 児)を 知って実践できる

ようになること、育ちの見通 しを持つことである。そ し

て、育てにくさを感 じつつも育児のモチベーションを下

げることなく、子どもの育ちを見守る楽 しさ、かかわる

楽 しさを感 じていただくことである。

発達特性を理解するには、家庭のみならず集団生活で

の子どもの姿を知ることが必要である。通常保育で子ど
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もをよく知る保育±が親子教室のスタッフとしてプログ

ラムを企画運営 していくことは、保護者に伝えたい子ど

もの姿が見えるような活動を取 り入れることが可能であっ

た。さらに幼児期の発達の道筋や望ま しい生活習慣等に

ついて学習会とい う形で理論的に学んだ り、保護者どう

しの情報交換等をした り、保護者自身が記録をつけて体

験や学びを定着 していく方法をとったことが、保護者の

子ども理解につながったものと考える。

子どもへのかかわ り方は、子どもの発達特性に応 じた

対応方法を保育±が教室でやって見せ、保護者へ促 した

り声かけをし、なぜそのようなかかわ り方をするのかと

い う解説を加えていくなかで、保護者が具体的なかかわ

りかたを見出されていかれたのであろう。

育児のモチベーションを維持するには、保護者自身が

子どもとかかわることが楽 しいと感 じる経験や、子ども

がとまどっているときに手助けをしてそれが うまくいっ

たときに親としての有能感を感 じることなどを積み重ね

ることが必要であろう。親子教室では、子どもの気にな

る姿に気づいていただけるような活動とともに、親子で

遊ぶ楽 しさを実感できる遊びを組み込むことで、子ども

が楽 しむ姿を保護者が見る、保護者と一緒に遊ぶ子ども

の笑顔を保護者が感 じられる場面ができるようにした。

また対応が うまくいったときや、その時はうまく解決で

きなくても子どもへのかかわ り方が適切な場合には 「E

手になさっている」 「そのや り方でいい」 といった声か

けや記録のコメン トとして伝える等、保護者の有能感が

高まるように援助 した。

(2)在 籍保育園での実施の有用性

子どもが在籍する保育園で保育±が主体となって行 う

親子教室は、親子にとって通いなれた場所であり、とも

に活動するのは、知っている先生、毎 日一緒に生活 して

いる友達、保護者どうしである。このことは教室に参加

することの不安や緊張感を軽減するし、保護者どうしの

情報交換も初回か らスムーズであった。本論文で詳細は

述べないが、初年度の親子療育教室参加者は、OB会 と

して園スタッフの援助を受けなが ら保護者主体の勉強会

や遊びを企画 し、就学に向けての情報収集や準備等をさ

れている。同じ小学校へすすむのでより具体的な情報交

換になり、保育園としても就学先小学校への移行支援の

方法などを保護者に伝える場となっている。親子療育教

室をきっかけに継続する育児支援のシステムができつつ

ある。

親子教室では保護者と保育±が子どもの様子を一緒に

見て、一緒によりよいかかわ り方を模索 しなが ら、学習

会で幼児期の発達や生活について学びを共有する。親子

教室での遊びを通常の保育で展開して、その様子を目々

の送迎時や懇談で担任が保護者へ伝え、逆に家庭での様

子を親子教室での姿に照 らし合わせなが ら保護者が担任

に伝える。親子教室の存在が家庭と園の関係をさらに深

めるとい う相乗効果をもた らしている。

今回参加された保護者全員に、子どもの発達特性を1一

分理解 していただけたかとい うとそ うではなく、不十分

なまま終了したケースもある。ただ、在籍園であるので、

親子教室が終了 したあともひき続き通常保育のなかで子

どもの発達支援が可能であり、子どもの発達状況を保護

者に伝え、保護者の気持ちを受けとめなが ら育児支援を

継続することは可能であると考える。

5.結 語

在籍園で園保育士が主体となって行 う親子療育教室は、

保護者への育児支援の場として有用であることがあきら

かとなった。

保護者への育児支援は、特に子どもに発達特性がある

場合、乳幼児期に行えば後は大丈夫とい うものではなく

ずっと継続 されることが必要である。乳幼児期の支援は、

生涯にわたる支援のスター トであり、そのスター ト時期

にわが子の発達特性を理解 し、育児支援をうまく利用 し

なが ら子どもへのかかわ りかたを知 り実践することを成

功体験として経験することが大切であろう。

今後、親子療育教室をより効果的な育児支援の場とす

るためには、保育±の力量(子 どもの発達評価力、保育

実践力、保護者支援力等)を 高めていくことが必要であ

る。親子療育教室の企画運営そのものが保育±の質の向

Eの 場として有効であることが我々の実践において示唆

されてお り7～9)、その効果的な方法について今後検討 し

ていく予定である。

さらに、本親子教室の連携機関、親子の受診機関のひ

とつである県こども療育センターによる教室への支援や

同センターでの保育±研修など、専門機関との連携を今

まで以上に充実させ、システムとして構築 していくこと

が今後の課題である。

本稿の要旨は、平成27年5月 第68回 日本保育学会(名

古屋市)に おいて発表 した。
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Effectiveness of the class for parents and children at nursery school
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